
(57)【要約】

【課題】被加熱体の曲面に、隙間なく確実にフィットす

るヒータケーブル、もしくは、面発熱体を形成するため

の伸縮可能な伸縮発熱線を提供する。

【解決手段】線状発熱体を螺旋に巻き、ばねの形状にし

た発熱エレメントを発熱線として利用する、或いは弾性

部材の芯材に絶縁層を持つ線状発熱体を横巻きにした発

熱エレメント、又は弾性部材の芯材の周りに絶縁層を持

つ線状発熱体を編組状に編み上げた発熱エレメントを発

熱線として利用する、或いは絶縁芯材の周りに線状発熱

体を横巻きにした発熱エレメント、又は絶縁芯材の周り

に線状発熱体を編組状に編み上げた発熱エレメントを発

熱線として利用する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
線 状 発 熱 体 を 螺 旋 に 巻 き 、 ば ね の 形 状 に し た 発 熱 エ レ メ ン ト を 発 熱 線 と し て 利 用 す る こ と
を 特 徴 と す る 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 線 状 発 熱 体 に 絶 縁 層 を 設 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 発 熱 エ レ メ ン ト に 伸 縮 性 の 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ４ 】
弾 性 部 材 の 芯 材 に 絶 縁 層 を 持 つ 線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に し た 発 熱 エ レ メ ン ト を 発 熱 線 と し て
利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ５ 】
弾 性 部 材 の 芯 材 に 絶 縁 層 を 持 つ 線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に す る 代 わ り に 、 弾 性 部 材 の 芯 材 の 周
り に 絶 縁 層 を 持 つ 線 状 発 熱 体 を 編 組 状 に 編 み 上 げ て 発 熱 エ レ メ ン ト と し た 請 求 項 ４ に 記 載
の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ６ 】
弾 性 部 材 の 芯 材 の 周 り に 絶 縁 層 を 形 成 し て 成 る 絶 縁 芯 材 に 、 線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に し て 発
熱 エ レ メ ン ト を 発 熱 線 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ７ 】
絶 縁 芯 材 に 線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に す る 代 わ り に 、 絶 縁 芯 材 の 周 り に 線 状 発 熱 体 を 編 組 状 に
編 み 上 げ て 発 熱 エ レ メ ン ト と し た 請 求 項 ６ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ８ 】
発 熱 エ レ メ ン ト に 絶 縁 層 を 形 成 し て 成 る 絶 縁 発 熱 エ レ メ ン ト を 、 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 に
し た こ と を 特 徴 と す る 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ９ 】
弾 性 部 材 の 芯 材 に 絶 縁 発 熱 エ レ メ ン ト を 横 巻 に す る 代 わ り に 、 弾 性 部 材 の 芯 材 の 周 り に 絶
縁 発 熱 エ レ メ ン ト を 編 組 状 に 編 み 上 げ た 請 求 項 ８ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 金 属 ば ね を 用 い た 請 求 項 ４ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発
熱 線 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 ゴ ム を 用 い た 請 求 項 ４ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線
。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 伸 縮 性 繊 維 を 用 い た 請 求 項 ４ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮
発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 ゴ ム 又 は 伸 縮 性 繊 維 の い ず れ か 、 或 い は ゴ ム 又 は 伸 縮 性 繊 維
を 組 み 合 わ せ て 縒 り 合 わ せ て 紐 状 に し た 撚 り 糸 芯 材 を 用 い た 請 求 項 ４ 乃 至 ９ の い ず れ か に
記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 の 絶 縁 層 と し て 、 絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 形 成 し た 請
求 項 ４ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ５ 】
絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 と す る 代 わ り に 、 絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の
周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ６ 】
絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 と す る 代 わ り に 、 伸 縮 性 絶 縁 テ ー プ を
巻 き 付 け て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ７ 】
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絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 と す る 代 わ り に 、 弾 性 部 材 の 芯 材 の 表
面 を 伸 縮 性 絶 縁 フ ィ ル ム で 覆 う こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 伸 縮 発 熱
線 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 線 状 発 熱 体 の 絶 縁 層 と し て 、 絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 形 成 し た 請 求 項 ２ 乃
至 １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 １ ９ 】
絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体
の 周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 伸 縮 性 絶 縁 テ ー プ を
線 状 発 熱 体 に 巻 き 付 け て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ １ 】
絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 線 状 発 熱 体 の 表 面 を
伸 縮 性 絶 縁 フ ィ ル ム で 覆 う こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 発 熱 エ レ メ ン ト の 絶 縁 層 と し て 、 絶 縁 糸 を 発 熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 形 成 し た 請
求 項 ８ 乃 至 ２ １ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
絶 縁 糸 を 発 熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 絶 縁 糸 を 発 熱 エ
レ メ ン ト の 周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ る こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 伸
縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
絶 縁 糸 を 発 熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 伸 縮 性 絶 縁 テ ー
プ を 発 熱 エ レ メ ン ト に 巻 き 付 け て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
絶 縁 糸 を 発 熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 発 熱 エ レ メ ン ト
の 表 面 を 伸 縮 性 絶 縁 フ ィ ル ム で 覆 う こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 し た 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 伸 縮
発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 線 状 発 熱 体 の 素 材 と し て 、 正 の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を 持 つ 金 属 素 材 を 用 い た 請 求 項 １ 乃 至 ２ ５
の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 線 状 発 熱 体 の 素 材 と し て 、 樹 脂 系 繊 維 発 熱 材 を 用 い た 請 求 項 １ 乃 至 ２ ５ の い ず れ か に
記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 線 状 発 熱 体 の 素 材 と し て 、 正 の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を も つ 樹 脂 系 繊 維 発 熱 材 を 用 い た 請 求 項 １
乃 至 ２ ５ の い ず れ か に 記 載 の 伸 縮 発 熱 線 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 線 状 発 熱 体 を 螺 旋 に 巻 い て 、 ば ね の 形 状 に す る こ と で 、 或 い は 伸 縮 芯 材 に 絶 縁
層 を 形 成 し た 線 状 発 熱 体 を 巻 く こ と で 、 或 い は 伸 縮 芯 材 に 絶 縁 層 を 形 成 し た 絶 縁 芯 材 に 線
状 発 熱 体 を 巻 く こ と で 、 伸 縮 を 可 能 に し た 伸 縮 発 熱 線 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 配 管 や バ ル ブ 等 の 被 加 熱 体 を 加 熱 す る 場 合 、 被 加 熱 体 に ヒ ー タ ー ケ ー ブ ル を 巻 き 付 け
た り 、 面 発 熱 体 を 取 り 付 け る こ と で 加 熱 し て い た 。 し か し な が ら 、 ヒ ー タ ー ケ ー ブ ル は 被
加 熱 体 の 表 面 形 状 が 曲 面 と な っ て い る 場 合 、 表 面 に フ ィ ッ ト し づ ら く 全 面 を 覆 う こ と が 容
易 で は な く 、 局 部 加 熱 に な り が ち で あ っ た 。 さ ら に 、 面 発 熱 体 は 平 面 状 の 構 造 と な っ て い
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る た め に 、 被 加 熱 体 の 表 面 形 状 に 合 わ せ て 曲 面 に す る こ と や 、 凸 部 に 対 し て の 加 熱 が し に
く い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 被 加 熱 体 自 体 が 伸 縮 性 の あ る も の で あ る 場 合 、 ヒ ー タ ー ケ ー ブ ル 、 面 発 熱 体 共 に 被
加 熱 体 の 伸 縮 に 対 応 で き ず 不 向 き で あ っ た 。 伸 縮 す る 面 に 対 し て も 、 適 当 な 発 熱 体 が な か
っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の よ う に 従 来 の 発 熱 体 は 伸 縮 性 の あ る も の で は な く 、 被 加 熱 体 の 表 面 が 曲 面 に な っ て
い た り 凸 部 を 有 し て い る 場 合 に は 、 不 要 な 隙 間 が 生 じ て 効 率 的 な 加 熱 を な し 得 な か っ た 問
題 が あ る 。 ま た 、 耐 熱 ク ロ ス に ニ ク ロ ム 線 等 の 発 熱 線 を 編 み 込 ん で 発 熱 体 を 構 成 し た も の
が あ る が 、 伸 縮 性 の あ る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 述 の よ う な 事 情 に よ り な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 目 的 は 、 被 加 熱 体 の 曲 面
に 確 実 に フ ィ ッ ト す る ヒ ー タ ー ケ ー ブ ル も し く は 面 発 熱 体 を 形 成 す る た め の 伸 縮 可 能 な 伸
縮 発 熱 線 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 伸 縮 発 熱 線 に 関 し 、 本 発 明 の 上 記 目 的 は 、 線 状 発 熱 体 を 螺 旋 に 巻 き 、 ば ね の 形 状
に し て 発 熱 エ レ メ ン ト と し た こ と を 特 徴 と す る 伸 縮 発 熱 線 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 上 記 目 的 は 、 前 記 線 状 発 熱 体 に 絶 縁 層 を 設 け る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記
発 熱 エ レ メ ン ト に 伸 縮 性 の 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 弾 性 部 材 の 芯 材 に 絶 縁
層 を 持 つ 線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に し た 発 熱 エ レ メ ン ト を 発 熱 線 と し て 利 用 す る こ と に よ っ て
、 或 い は 　 弾 性 部 材 の 芯 材 に 絶 縁 層 を 持 つ 線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に す る 代 わ り に 、 弾 性 部 材
の 芯 材 の 周 り に 絶 縁 層 を 持 つ 線 状 発 熱 体 を 編 組 状 に 編 み 上 げ て 発 熱 エ レ メ ン ト と す る こ と
に よ っ て 、 或 い は 弾 性 部 材 の 芯 材 の 周 り に 絶 縁 層 を 形 成 し て 成 る 絶 縁 芯 材 に 、 線 状 発 熱 体
を 横 巻 き に し て 発 熱 エ レ メ ン ト を 発 熱 線 と し て 利 用 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 絶 縁 芯 材 に
線 状 発 熱 体 を 横 巻 き に す る 代 わ り に 、 絶 縁 芯 材 の 周 り に 線 状 発 熱 体 を 編 組 状 に 編 み 上 げ て
発 熱 エ レ メ ン ト と す る こ と に よ っ て 、 或 い は 発 熱 エ レ メ ン ト に 絶 縁 層 を 形 成 し て 成 る 絶 縁
発 熱 エ レ メ ン ト を 、 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 に す る こ と に よ っ て 、 或 い は 弾 性 部 材 の 芯 材 に
絶 縁 発 熱 エ レ メ ン ト を 横 巻 に す る 代 わ り に 、 弾 性 部 材 の 芯 材 の 周 り に 絶 縁 発 熱 エ レ メ ン ト
を 編 組 状 に 編 み 上 げ る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 金 属 ば ね を 用 い
る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 ゴ ム を 用 い る こ と に よ っ て 、 或 い は
前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 と し て 、 伸 縮 性 繊 維 を 用 い る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 弾 性 部 材 の 芯
材 と し て 、 ゴ ム 又 は 伸 縮 性 繊 維 の い ず れ か 、 或 い は ゴ ム 又 は 伸 縮 性 繊 維 を 組 み 合 わ せ て 縒
り 合 わ せ て 紐 状 に し た 撚 り 糸 芯 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 弾 性 部 材 の 芯 材 の 絶
縁 層 と し て 、 絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 形 成 し た 前 記 絶 縁 層 を 持 つ 伸 縮 発 熱
線 に よ っ て 、 或 い は 絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 と す る 代 わ り に 、
絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い
は 絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 と す る 代 わ り に 、 伸 縮 性 絶 縁 テ ー プ
を 巻 き 付 け て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 絶 縁 糸 を 弾 性 部 材 の 芯 材 に 横 巻
き に し て 前 記 絶 縁 層 と す る 代 わ り に 、 弾 性 部 材 の 芯 材 の 表 面 を 伸 縮 性 絶 縁 フ ィ ル ム で 覆 う
こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 線 状 発 熱 体 の 絶 縁 層 と し て 、 絶 縁
糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 形 成 し た 前 記 絶 縁 層 を 持 つ 伸 縮 発 熱 線 に よ っ て 、 或 い は 絶
縁 糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体 の
周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 絶 縁 糸 を 線 状 発 熱
体 に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 伸 縮 性 絶 縁 テ ー プ を 線 状 発 熱 体 に 巻 き
付 け て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 絶 縁 糸 を 線 状 発 熱 体 に 横 巻 き に し て 前
記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 線 状 発 熱 体 の 表 面 を 伸 縮 性 絶 縁 フ ィ ル ム で 覆 う こ と で 前 記
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絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 発 熱 エ レ メ ン ト の 絶 縁 層 と し て 、 絶 縁 糸 を 発
熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 形 成 し た 前 記 絶 縁 層 を 持 つ 伸 縮 発 熱 線 に よ っ て 、 或 い は 絶 縁
糸 を 発 熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 絶 縁 糸 を 発 熱 エ レ メ
ン ト の 周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ る こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 絶 縁
糸 を 発 熱 エ レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 伸 縮 性 絶 縁 テ ー プ を
発 熱 エ レ メ ン ト に 巻 き 付 け て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 絶 縁 糸 を 発 熱 エ
レ メ ン ト に 横 巻 き に し て 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る 代 わ り に 、 発 熱 エ レ メ ン ト の 表 面 を 伸 縮 性
絶 縁 フ ィ ル ム で 覆 う こ と で 前 記 絶 縁 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 線 状 発 熱 体 の
素 材 と し て 、 正 の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を 持 つ 金 属 素 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 線 状 発 熱
体 の 素 材 と し て 、 樹 脂 系 繊 維 発 熱 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 或 い は 前 記 線 状 発 熱 体 の 素 材
と し て 、 正 の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を も つ 樹 脂 系 繊 維 発 熱 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 よ り 効 果 的 に 達
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 る 伸 縮 発 熱 線 は 、 線 状 発 熱 体 を 螺 旋 に 巻 い て 、 ば ね の 形 状 に す る こ と で 、 或 い
は 伸 縮 性 の 芯 材 に 絶 縁 糸 を 横 巻 き に し て 伸 縮 性 の 絶 縁 芯 材 と し 、 前 記 絶 縁 芯 材 に 線 状 発 熱
体 を 横 巻 き 又 は 前 記 芯 材 の 周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ た 構 造 に す る こ と で 、 線 状 発 熱 体 の 素
材 自 体 は 伸 縮 性 を も た な く て も 前 記 構 造 に よ っ て 伸 縮 を 可 能 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 芯 材 と し て 弾 性 部 材 の バ ネ を 用 い た 伸 縮 発 熱 線 ９ の 第 一 実 施 例 を 示 し て い る 。 こ
こ で 、 線 状 発 熱 体 を 様 々 な 方 法 で 伸 縮 可 能 と し た 構 造 体 を 、 発 熱 エ レ メ ン ト と 呼 ぶ こ と に
す る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 発 熱 エ レ メ ン ト を 伸 縮 発 熱 線 ９ と し て 使 用 す る 。 ま た 、 発 熱
エ レ メ ン ト を 絶 縁 し た も の を 、 絶 縁 発 熱 エ レ メ ン ト と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 実 施 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ た 円 筒 状 の バ ネ の 芯 材 １ に 、 芯 材 １ の
螺 旋 の 巻 き 方 向 が 逆 と な る よ う に 絶 縁 糸 ２ を 横 巻 き に し て 絶 縁 芯 材 を 形 成 し 、 こ の 絶 縁 芯
材 の 絶 縁 糸 ２ 上 に 更 に 、 絶 縁 糸 ２ と は 螺 旋 の 巻 き 方 向 が 逆 と な る よ う に 線 状 発 熱 体 と し て
の 発 熱 線 ３ を 横 巻 き に す る こ と で 伸 縮 発 熱 線 ９ と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に 形 成 さ れ た 構 造 の 伸 縮 発 熱 線 ９ は 、 芯 材 １ が 伸 び る と 発 熱 線 ３ は ピ ッ チ を 広 げ
、 発 熱 線 ３ が 芯 材 １ の 周 り に 形 成 さ れ る 螺 旋 の 半 径 を 小 さ く す る こ と に よ っ て 、 芯 材 １ と
共 に 全 長 を 伸 ば し 、 伸 縮 発 熱 線 ９ 全 体 が 伸 び る 。 縮 む 場 合 は 逆 の 動 作 を す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 例 に お い て は 、 発 熱 線 ３ の 巻 き 方 向 を 横 巻 に し た 絶 縁 糸 の 巻 き 方 向 と 逆 方 向 に し て
い る が 、 絶 縁 糸 と 発 熱 線 ３ の 巻 き 方 向 は 、 同 じ 方 向 に す る こ と も で き る 。 逆 方 向 に 巻 く 場
合 は 、 前 記 発 熱 体 の 振 れ 止 め と な る 。 弾 性 部 材 の 絶 縁 層 は 、 弾 性 部 材 が 導 電 性 を 持 つ 素 材
で あ り 、 か つ 発 熱 線 ３ が 絶 縁 層 を 持 た な い 場 合 、 導 電 性 の あ る 前 記 弾 性 部 材 と 前 記 発 熱 線
３ と の 間 で 絶 縁 を す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
絶 縁 糸 ２ 及 び 発 熱 線 ３ の 巻 き ピ ッ チ を 広 く す る こ と に よ っ て 、 芯 材 １ に 巻 き 付 け る こ と の
で き る 絶 縁 糸 ２ の 本 数 を 複 数 本 に し た り 、 絶 縁 芯 材 の 絶 縁 糸 ２ 上 に 巻 き 付 け る 発 熱 線 ３ の
本 数 を 増 や す こ と が で き る 。 つ ま り 、 絶 縁 糸 ２ 及 び 発 熱 線 ３ の 本 数 は １ 本 ず つ 巻 回 す る よ
う に す る こ と も で き 、 ピ ッ チ を 変 え る こ と に よ っ て ２ 本 以 上 の 複 数 本 を 同 時 に 巻 き 付 け る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
原 則 と し て 、 絶 縁 層 を 持 た な い 発 熱 線 ３ は そ れ 自 身 が 巻 か れ る 途 中 で 交 差 す る こ と の な い
よ う に 巻 回 さ れ る 。 ま た 、 絶 縁 層 を 持 た な い 発 熱 線 ３ 同 士 、 或 い は 絶 縁 層 を 持 た な い 発 熱
線 ３ と 、 絶 縁 層 を 持 た な い 導 電 性 弾 性 部 材 と は お 互 い を 直 接 に 接 触 さ せ な い よ う に 巻 回 さ
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れ る 。 し か し 、 発 熱 線 ３ を 複 数 本 絶 縁 さ せ ず に 撚 り 合 せ る こ と に よ っ て 、 抵 抗 を 下 げ る こ
と も 可 能 で あ る 。 た だ し 、 こ の 場 合 も 導 電 性 芯 材 と 発 熱 線 ３ の 間 は 絶 縁 を 保 つ 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 弾 性 部 材 に 絶 縁 糸 を 横 巻 に し た 絶 縁 芯 材 に 、 複 数 の 発 熱 線 ３ を 絶 縁 糸 と は 逆 方 向
に 横 巻 し た 第 二 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 図 ２ の よ う に 、 発 熱 線 ３ を 芯 材 に 複 数 本 同 時 に 巻
き つ け る こ と に よ っ て 、 発 熱 線 ３ を 全 て 直 列 に 接 続 す る 、 又 は 数 本 ず つ 並 列 接 続 を し て 発
熱 線 ３ の 電 源 側 と エ ン ド 側 で 全 て つ な ぐ 、 又 は 並 列 接 続 と 直 列 接 続 を 組 み 合 わ せ る な ど の
構 成 が 可 能 に な り 、 多 種 の 抵 抗 値 を 持 つ 伸 縮 発 熱 線 を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 さ ら に は
、 巻 き 付 け た 全 て の 発 熱 線 ３ を 電 源 線 に 接 続 す る の で は な く 、 一 部 を 休 ま せ る 使 用 方 法 も
考 え ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 一 種 類 の 伸 縮 発 熱 線 で 複 数 の 抵 抗 値 を 得 る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ に 、 全 て の 発 熱 線 ３ を 並 列 に 接 続 し た 場 合 の 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 一 の 実 施 例 を
示 す 。 又 、 図 ４ に は 、 全 て の 発 熱 線 ３ を 直 列 に 接 続 し た 場 合 の 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第
２ の 実 施 例 を 、 図 ５ に は 、 伸 縮 発 熱 線 を ２ 本 ず つ 並 列 に 接 続 し 、 さ ら に そ れ ぞ れ の 組 を 直
列 に 接 続 し た 伸 縮 発 熱 線 の 第 ３ の 実 施 例 を 、 図 ６ に は 、 ４ 本 の 伸 縮 発 熱 線 ９ を 並 列 に 接 続
し た 並 列 回 路 と 、 残 り の ２ 本 の 伸 縮 発 熱 線 ９ を 直 列 に 接 続 し た 第 ４ の 実 施 例 を 示 す 。 前 述
し た 伸 縮 発 熱 線 の 実 施 例 は 、 そ れ ぞ れ が 異 な る 抵 抗 値 を 持 ち 、 こ の よ う に 回 路 構 成 を 変 え
、 さ ら に は 接 続 す る 線 状 発 熱 線 に 様 々 な 抵 抗 値 を 持 つ も の を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 多 種
の 抵 抗 値 を 持 つ 伸 縮 発 熱 線 ９ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 前 記 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 一 の 実 施 例 、 第 三 の 実 施 例 及 び 第 四 の 実 施 例 に お い
て は 、 伸 縮 発 熱 線 ９ の 両 側 で 電 源 に 接 続 す る 両 側 電 源 接 続 配 置 と な っ て い る が 、 前 記 伸 縮
発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 二 の 実 施 例 で は 、 伸 縮 発 熱 線 の 片 側 に お い て 電 源 に 接 続 す る 片 側 電
源 配 置 と な り 、 伸 縮 発 熱 線 の 両 端 で 電 源 に 接 続 す る 必 要 が な い た め に 、 電 源 へ の 接 続 線 を
気 に す る こ と な く 被 加 熱 体 に 巻 き つ け る こ と も 可 能 と な る 。 片 側 電 源 配 置 （ 図 ４ ） と 両 側
電 源 配 置 （ 図 ３ 、 図 ５ 、 図 ６ ） は 、 発 熱 線 ３ の 本 数 、 及 び 並 列 接 続 ま た は 直 列 接 続 す る 発
熱 線 ３ の 本 数 に よ っ て 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ に 示 す 第 二 の 実 施 例 は 、 芯 材 １ に 巻 き 付 け る 絶 縁 糸 ２ と 発 熱 線 ３ の 巻 き 付 け 方 は 第 一
の 実 施 例 と 同 じ で あ る が 、 絶 縁 芯 材 に 巻 き 付 け る 発 熱 線 ３ の 本 数 を 図 １ の 場 合 よ り も 多 く
（ 例 え ば １ ０ 本 ） し た も の で あ る 。 巻 き 付 け る 発 熱 線 ３ の 本 数 が 多 け れ ば 、 必 要 な 抵 抗 値
を 持 つ 多 種 の 伸 縮 発 熱 線 を 得 る こ と が 容 易 と な る 。 つ ま り 、 複 数 本 の 発 熱 線 ３ の そ れ ぞ れ
、 或 い は 数 本 単 位 で 抵 抗 （ 発 熱 量 ） を 異 な ら せ る こ と に よ っ て 、 発 熱 量 を 適 宜 調 整 で き る
伸 縮 発 熱 線 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
と こ ろ で 、 伸 縮 芯 材 は 伸 縮 性 を 持 っ て い れ ば よ く 、 図 ７ の 第 三 の 実 施 例 は 芯 材 １ の 代 わ り
に 耐 熱 ゴ ム 芯 材 ５ を 利 用 し た も の で あ る 。 耐 熱 ゴ ム 芯 材 ５ の 素 材 と し て 、 シ リ コ ン ゴ ム や
フ ッ 素 ゴ ム を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 絶 縁 糸 ２ に 発 熱 線 ３ を 横 巻
き に し て 発 熱 エ レ メ ン ト ４ を 形 成 し 、 さ ら に そ の 発 熱 エ レ メ ン ト ４ を 、 耐 熱 ゴ ム 芯 材 ５ に
絶 縁 糸 ２ を 横 巻 き に し た 絶 縁 芯 材 に 巻 き 付 け て い る 。 発 熱 エ レ メ ン ト ４ を 形 成 す る こ と に
よ っ て 伸 縮 発 熱 線 ９ の 柔 軟 性 を 高 め 、 か つ 大 き な 抵 抗 値 の 伸 縮 発 熱 線 を 必 要 と す る 場 合 、
発 熱 エ レ メ ン ト ４ に よ っ て 伸 縮 発 熱 線 ９ の 抵 抗 値 を 大 き く す る こ と が で き る 。 本 発 明 に お
い て は 、 伸 縮 性 を 持 た な い 発 熱 線 ３ を 種 々 の 方 法 で 伸 縮 可 能 と し た も の を 発 熱 エ レ メ ン ト
４ と 呼 ん で い る が 、 発 熱 エ レ メ ン ト ４ を 弾 性 心 材 に 巻 き 付 け る 場 合 に は 、 必 ず し も 発 熱 エ
レ メ ン ト ４ の 伸 縮 性 を 必 要 と し な い た め 、 発 熱 エ レ メ ン ト ４ の 芯 材 と し て 弾 性 部 材 で は な
く 、 非 伸 縮 性 の 耐 熱 フ ァ イ バ ー 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ８ に 示 す 第 四 の 実 施 例 は 、 発 熱 線 ３ を 耐 熱 ゴ ム 芯 材 ５ の 周 り に 編 組 状 に 編 み 上 げ た も の
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で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 伸 縮 発 熱 線 ９ に 柔 軟 性 を 与 え る こ と が で き る 。 ま た 、 編 組 構 造 に
す る こ と に よ っ て 、 伸 縮 発 熱 線 に 外 力 が 加 わ る と 発 熱 線 ３ の 編 組 構 造 に よ っ て 張 力 が 分 散
さ れ 、 張 力 に よ る 抵 抗 値 の 変 化 が 少 な く な り 、 従 来 の 樹 脂 状 の 半 導 性 発 熱 体 の よ う に 発 熱
量 が 減 少 す る こ と が な く な る 。 さ ら に 、 編 組 構 造 は 曲 げ 応 力 に 対 し て 強 い た め 、 耐 断 線 強
度 を 備 え た 断 線 回 避 効 果 を 持 つ 構 造 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
発 熱 線 ３ 、 又 は 発 熱 線 ３ 及 び 絶 縁 糸 ２ を 撚 り 合 わ せ た 撚 り 糸 発 熱 線 と し 、 こ の 撚 り 糸 発 熱
線 を 線 状 発 熱 体 と し て 絶 縁 芯 材 に 巻 き 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。 撚 り 合 わ せ る 発 熱 線 ３ の
本 数 又 は 発 熱 線 ３ と 絶 縁 糸 ２ の 本 数 の 組 み 合 わ せ は 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 決 定 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 撚 り 合 わ せ る 発 熱 線 ３ は 全 て が 同 じ 種 類 の 素 材 で あ る 必 要 は な い 。 芯 材 １ に
巻 き 付 け る 発 熱 線 ３ を 、 複 数 の 発 熱 線 ３ を 撚 り 合 わ せ た 撚 り 糸 発 熱 線 又 は 発 熱 線 ３ と 絶 縁
糸 ２ を 撚 り 合 わ せ た 撚 り 糸 発 熱 線 と す る こ と で 、 伸 縮 発 熱 線 の 強 度 を 上 げ る と 共 に 、 伸 縮
発 熱 線 の 抵 抗 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に 係 る 伸 縮 発 熱 線 は 、 伸 縮 発 熱 線 の 構 造 に よ っ て 伸 縮 を 可 能 と し て い る の で 、 線 状
発 熱 体 ３ の 素 材 は 樹 脂 系 発 熱 線 、 金 属 合 金 線 な ど 通 常 の 発 熱 線 を 用 い る こ と が で き 、 そ の
材 質 は 問 わ な い 。 し か し 、 ヒ ー タ ー の 出 力 が 高 い ほ ど 、 周 囲 へ の 熱 伝 導 が ス ム ー ズ に 行 わ
れ な い と 、 過 熱 に よ る 発 熱 線 の 損 傷 を 引 き 起 こ し や す く な る 。 そ こ で 、 発 熱 線 に 正 の Ｐ Ｔ
Ｃ 特 性 を 持 つ 素 材 を 使 用 す れ ば 、 発 熱 線 の 温 度 上 昇 に 伴 い 電 力 の 出 力 が 減 少 す る ヒ ー タ ー
と す る こ と が で き 、 加 熱 に よ る 発 熱 線 の 損 傷 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 応 用 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ９ （ Ａ ） は 平 面 状 ヒ ー タ ー ６ の 両 側 電 源 接 続 配 置 を 、 ま た 同 図 （ Ｂ ） は 片 側 電 源 接 続 配
置 を そ れ ぞ れ 示 す 略 図 で あ る 。 両 側 電 源 接 続 配 置 で は 平 面 状 ヒ ー タ ー ６ の 両 端 部 を 電 源 と
接 続 し て お り 、 片 側 電 源 接 続 配 置 で は 平 面 状 ヒ ー タ ー ６ の 片 側 の 端 部 で 電 源 と 接 続 し て い
る 。 即 ち 、 平 面 状 ヒ ー タ ー ６ の 両 端 部 に 伸 縮 発 熱 線 の 発 熱 線 ３ の 端 部 （ リ ー ド 線 ） が 出 て
い る 場 合 に は 図 ５ （ Ａ ） の 結 線 図 と な り 、 平 面 状 ヒ ー タ ー ６ の 一 端 部 に の み 伸 縮 発 熱 線 の
発 熱 線 ３ の 端 部 （ リ ー ド 線 ） が 出 て い る 場 合 に は 図 ５ （ Ｂ ） の 結 線 図 と な る 。 電 源 線 が 平
面 状 ヒ ー タ ー ６ の 片 側 か ら 出 て い る こ と で 電 源 の 配 線 が 短 く て 良 く 、 片 側 電 源 接 続 配 置 で
の 使 用 は 両 側 電 源 接 続 配 置 に 比 べ て 便 宜 で あ る 。 ま た 、 発 熱 部 同 士 の 接 続 は 全 て 並 列 に す
る 、 又 は 一 部 を 並 列 に し て 残 り を 直 列 に す る 、 又 は 全 て 直 列 に す る 等 の 構 成 を と る こ と が
可 能 で あ る 。 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 と 同 様 に 、 片 側 電 源 配 置 と 両 側 電 源 配 置 を 選 択 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ ０ は 、 複 数 の 伸 縮 発 熱 線 ９ と 加 熱 平 面 ２ ０ を 用 い た 平 面 状 ヒ ー タ ー ６ の 実 施 例 で あ り
、 本 実 施 例 に お い て は 伸 縮 発 熱 線 ９ を 葛 折 に し て 発 熱 部 ７ を 構 成 し て い る 。 即 ち 、 発 熱 部
７ は 横 に ３ 本 張 っ た 横 糸 １ ０ と 、 縦 方 向 に 伸 縮 発 熱 線 ９ を 横 糸 １ ０ の 上 下 に 交 互 に く ぐ ら
せ る よ う に し て 織 り 込 ま れ て い る 。 こ の よ う に し て 本 例 で は １ ０ 段 の 発 熱 部 ７ が 平 面 ２ ０
上 に 配 列 さ れ 、 各 段 の 発 熱 部 ７ （ 伸 縮 発 熱 線 ９ ） は 隣 接 し た 端 部 の 接 続 線 ２ １ で 接 続 さ れ
る こ と に よ っ て 直 列 に 接 続 さ れ 、 電 源 に 接 続 さ れ て 加 熱 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、
図 で は 電 源 ス イ ッ チ を 省 略 し て お り 、 部 分 Ａ の 詳 細 を 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ １ に 示 す よ う に 、 発 熱 部 ７ は 逆 平 行 に な る よ う に 並 べ ら れ て お り 、 本 実 施 例 は 、 複 数
の 発 熱 部 ７ を 逆 平 行 に 並 べ て 直 列 に 接 続 す る こ と に よ っ て 片 側 電 源 接 続 配 置 （ 図 ６ ） と し
て い る が 、 発 熱 部 ７ 同 士 を 並 列 に 接 続 し て 片 側 電 源 接 続 配 置 に す る こ と も 当 然 の こ と な が
ら 可 能 で あ る 。 ま た 、 発 熱 部 ７ の 長 さ 、 幅 等 は 適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
発 熱 部 ７ 同 士 を 直 列 に 接 続 し 、 逆 平 行 に 並 べ た 発 熱 部 ７ と 発 熱 部 ７ と の 間 は 、 絶 縁 糸 ２ を
発 熱 部 ７ と 同 様 の 方 法 で 編 み 上 げ て 非 発 熱 部 ８ と し 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 発 熱 部 ７ と 非 発
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熱 部 ８ は 葛 折 の カ ー ブ 部 分 で そ れ ぞ れ を 交 差 さ せ 、 発 熱 部 ７ と 非 発 熱 部 ８ と を 交 互 に 配 置
し 、 伸 縮 発 熱 線 ９ を 平 面 ２ ０ に 織 り 込 ん で い る 。 非 発 熱 部 に よ り 、 発 熱 部 同 士 の 接 触 を 避
け る こ と が で き る 。 非 発 熱 部 の 繊 維 の 素 材 は 、 絶 縁 糸 の 他 に も フ ッ 素 ゴ ム 、 シ リ コ ン ゴ ム
等 の 伸 縮 性 の 素 材 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 例 の 非 発 熱 部 の 編 み 方 以 外 に も 、
非 発 熱 部 を ニ ッ ト 編 み に 構 成 す る こ と も で き る 。 非 発 熱 部 を 構 成 す る 繊 維 は 伸 縮 し な く て
も 、 ニ ッ ト 編 み に す る こ と に よ っ て 、 多 少 の 伸 び 縮 み を さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う な 構 造 に す る こ と で 、 伸 縮 ジ ャ ケ ッ ト カ バ ー や 衣 服 に す る こ と も 可 能 で あ り 、 又
、 編 み 方 に よ っ て は ス ト ッ キ ン グ 状 の 形 態 に す る こ と も で き る 。 伸 縮 発 熱 線 ９ と 伸 縮 性 の
耐 熱 ク ロ ス 、 又 は 伸 縮 性 の ゴ ム 系 シ ー ト で 覆 い 、 絶 縁 性 の あ る 伸 縮 面 発 熱 体 、 又 は テ ー プ
状 発 熱 材 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ３ に 本 発 明 に 係 る 伸 縮 発 熱 線 を 用 い た ヒ ー タ ー の 別 の 実 施 例 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い
て は 、 面 発 熱 体 に 留 め 具 １ １ を 施 す こ と に よ り 着 脱 可 能 な 発 熱 材 と し て い る 。 こ の 場 合 、
図 １ ３ （ Ａ ） に 示 す 被 加 熱 体 １ ２ の よ う な 多 曲 面 の 形 態 で あ っ て も 、 本 実 施 例 の 着 脱 可 能
な ヒ ー タ ー は ぴ っ た り フ ィ ッ ト す る こ と が で き る （ 図 １ ３ （ Ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ ４ に 伸 縮 発 熱 線 を 用 い た ヒ ー タ ー の 第 二 の 実 施 例 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い て は 、 ヒ ー
タ ー に 底 １ ３ を 着 け 、 そ の 上 部 に 伸 縮 発 熱 線 を 円 状 に 積 み 重 ね る よ う に 配 置 し て い る が 、
本 実 施 例 で は 円 周 方 向 へ の 伸 び 縮 み が 自 由 な た め 、 被 加 熱 体 １ ２ や 被 加 熱 体 １ ４ の よ う な
多 曲 面 形 状 の 被 加 熱 体 に 対 し て も 充 分 に フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 伸 縮 発 熱 線 に よ っ て 、 伸 縮 発 熱 線 と 絶 縁 線 を 織 機 で 織 る こ と に よ り 、 伸 び 縮
み す る 包 帯 の よ う に 被 加 熱 体 に 巻 き 付 け 、 締 ま り を も っ た ま ま 凸 凹 面 に も フ ィ ッ ト さ せ る
こ と が で き る 。 ま た 、 配 管 な ど に 平 行 に 沿 わ せ た 場 合 に も 円 周 方 向 に 伸 び る こ と で 、 い び
つ な 形 状 に も フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き 、 均 一 な 加 熱 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 伸 び
縮 み す る テ ー プ 状 発 熱 体 や 面 発 熱 体 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 発 熱 線 に 正 の Ｐ Ｔ Ｃ 特 性 を 持 つ 発 熱 材 を 使 用 す る こ と に よ り 、 温 度 上 昇 に 伴 い 出 力
が 減 少 す る ヒ ー タ ー と す る こ と も で き る 。 さ ら に は 、 一 本 の 伸 縮 発 熱 線 に 複 数 の 発 熱 線 を
横 巻 き に す る こ と に よ っ て 、 或 い は 発 熱 線 を 撚 り 合 わ せ て 芯 材 に 巻 き 付 け る こ と に よ っ て
、 又 は 発 熱 線 と 絶 縁 糸 を 組 み 合 わ せ て 撚 り 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 或 い は 芯 材 に 巻 き 付 け
る 発 熱 線 に 発 熱 エ レ メ ン ト を 形 成 す る こ と 、 或 い は 編 組 状 に 発 熱 線 で 芯 材 を 覆 う こ と 、 或
い は 上 述 し た 種 々 の 方 法 に お い て 使 用 す る 抵 抗 線 種 を 増 や す こ と に よ っ て 、 任 意 の 抵 抗 値
を 持 つ 伸 縮 発 熱 線 を 容 易 に 得 る こ と が で き 、 又 、 断 線 強 度 も 適 宜 任 意 の 伸 縮 発 熱 線 を 得 る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 第 一 の 実 施 例 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 第 二 の 実 施 例 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 一 の 実 施 例 の 結 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 二 の 実 施 例 の 結 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 三 の 実 施 例 の 結 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 回 路 構 成 の 第 四 の 実 施 例 の 結 線 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 第 三 の 実 施 例 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 伸 縮 発 熱 線 の 第 四 の 実 施 例 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 平 面 状 ヒ ー タ ー に 対 す る 片 側 電 源 接 続 配 置 と 両 側 電 源 接 続 配 置 の 電 源 線 の 結 線 例
を 示 す 結 線 図 の 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 平 面 状 ヒ ー タ ー の 具 体 的 な 構 造 例 を 示 す 構 造 結 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ 中 の Ａ 部 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ ２ 】 図 １ ０ 中 の Ａ 部 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 留 め 具 を 設 け た 着 脱 可 能 ヒ ー タ ー の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 底 付 き 円 筒 型 ヒ ー タ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 芯 材
２ 　 絶 縁 糸
３ 　 発 熱 線
４ 　 発 熱 エ レ メ ン ト
５ 　 耐 熱 ゴ ム 芯 材
６ 　 平 面 状 ヒ ー タ ー
７ 　 発 熱 部
８ 　 非 発 熱 部
９ 　 伸 縮 発 熱 線
１ ０ 　 横 糸
１ １ 　 留 め 具
１ ２ 　 被 加 熱 体
１ ３ 　 ヒ ー タ ー 底
１ ４ 　 被 加 熱 体
２ ０ 　 加 熱 平 面
２ １ 　 接 続 線
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 10月 7日 (2002.10.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 線 状 発 熱 体 を 螺 旋 に 巻 い て ば ね の 形 状 に す る こ と で 、 或 い は 伸 縮 芯 材 に 絶 縁 層
を 形 成 し た 線 状 発 熱 体 を 螺 旋 に 巻 く こ と で 、 或 い は 伸 縮 芯 材 に 絶 縁 糸 を 横 巻 き に し て 形 成
し た 絶 縁 芯 材 に 線 状 発 熱 体 を 巻 き 付 け る こ と で 、 或 い は 絶 縁 性 の あ る 伸 縮 性 芯 材 に 線 状 発
熱 体 を 螺 旋 に 巻 く こ と で 伸 縮 を 可 能 に し た 伸 縮 発 熱 線 に 関 す る 。
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